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《津軽 (新潮文庫) [文庫]》

内容概要

出版社/著者からの内容紹介
昭和十九年、風土記の執筆を依頼された太宰は三週間にわたって津軽半島を一周した。自己を見つ
め、宿命の生地への思いを素直に綴り上げた紀行文であり、著者最高傑作とも言われる感動の一冊
。（町田　康）
--このテキストは、 文庫 版に関連付けられています。
内容（「BOOK」データベースより）
昭和十九年、風土記の執筆依頼を受けた太宰は、三週間にわたって津軽半島を一周した。懐かしい
故郷の風土と素朴な人柄、そして旅の最後に訪れた乳母たけとの三十年ぶりの再会⋯。自己を見つ
め直し、宿命の生地、津軽への思いを素直に綴りあげた紀行文。太宰の最高傑作との評価も名高い
、感動の一冊。 --このテキストは、 文庫 版に関連付けられています。
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《津軽 (新潮文庫) [文庫]》

精彩短评

1、关于津轻的历史地理之类全部是整页整页的摘抄，难得自己描述一下，没几个字呢就来一句军事
要地多说不宜，敌方都愚蠢到拿你这种不靠谱的东西作军事参考二战日本就赢了好吗！整本游记都是
在介绍自己吧！⋯好吧俺是好不容易平复下心情来吐槽的，认真就太丢人了>< 如果可以的话，争取
明年简略地去一下⋯
2、用青空文库看的。写旅行的愉悦和惆怅，就算是醉酒或者风浪阻行的遭遇也写的很有趣，好像带
着冰凉的微笑的「津軽海峡冬景色」一样
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《津軽 (新潮文庫) [文庫]》

章节试读

1、《津軽 (新潮文庫) [文庫]》的笔记-一　巡礼

        大人といふものは侘しいものだ。愛し合ってゐても、用心して、他人行儀を守らなければなら
ぬ。
大人とは、裏切られた青年の姿である。

2、《津軽 (新潮文庫) [文庫]》的笔记-第34页

        自译
怎么样，你也一起去蟹田吧？要是从前的我，也许会轻巧地提出来，但现在可能是多少也上了年纪懂
了点拘谨，或者是，唉，说起来心烦还是算了。也就是说，我们，都成为了大人。大人是个寂寞的东
西。就算相爱，也得小心翼翼谨守礼仪。为什么要小心翼翼呢。答案没什么复杂的。是因为经历了太
多惨烈的背叛和耻辱。人，是靠不住的，这一发现是青年走向大人的第一课。大人，是被背叛的青年
的姿态。我默默走着。突然，T君开了口。

“我明天去蟹田。明天一早，第一班公车过去。我们在N君家见吧。”

“医院呢？”

“明天是周日。”

“什么嘛，这样啊。早说嘛。”

我们体内，还残留着无知少年的部分。
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《津軽 (新潮文庫) [文庫]》
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